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令
和
３
年
度
卒
業
生　

進
路
決
定
・

合
格
先

進
学

【
４
年
制
大
学
】

（
国
公
立
大
学
）

●
釧
路
公
立
大
●
名
寄
市
立
大
学
●
名
桜
大
学 

●
信
州
大
学
●
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校

（
私
立
大
学
）

●
亜
細
亜
大
学
●
北
海
学
園
大
学
●
北
海
道
千
歳

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
●
北
海
道
情
報
大
学

●
星
槎
道
都
大
学
●
酪
農
学
園
大
学
●
札
幌
大
学

【
短
期
大
学
】

●
帯
広
大
谷
短
期
大
学

【
専
門
学
校
・
各
種
学
校
】

（
看
護
学
校
）

●
帯
広
高
等
看
護
学
院

（
そ
の
他
）

●
札
幌
ブ
ラ
イ
ダ
ル
＆
ホ
テ
ル
観
光
専
門
学
校

●
帯
広
コ
ア
専
門
学
校
●
く
し
ろ
こ
ど
も
専
門

学
校
●
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校 

●
札
幌
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
●
北

海
道
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
●
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
札
幌
校
●
吉
田
学
園
公
務
員
法
科

専
門
学
校
●
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

就
職

（
公
務
員
）

●
北
海
道
職
員
●
芽
室
町
職
員
●
豊
頃
町
職
員

（
民
間
企
業
）

●
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
●
斉
藤
井
出
建
設

株
式
会
社
●
道
東
建
設
工
業
株
式
会
社
●
米
川

木
材
株
式
会
社
●
ナ
ガ
イ
産
業
合
同
会
社
●
株

式
会
社
柳
月
●
六
花
亭
製
菓
株
式
会
社
●
株
式

会
社
十
勝
大
福
本
舗
●
株
式
会
社
共
成
レ
ン
テ

ム
●
株
式
会
社
安
岡
自
動
車
工
業 

●
公
益
法

人
北
海
道
医
療
団
●
十
勝
い
け
だ
ミ
ー
ト
パ
ッ

カ
ー
株
式
会
社
●
株
式
会
社
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｙ
●

株
式
会
社
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ウ
イ
ン
グ
北
海
道
支
店

●
株
式
会
社
北
翔

　カナダ研修、部活動で全道大会に出場すること、介護
初任者研修の受講を理由に足高に進学を決めました。部
活動では信頼する先生、先輩のおかげで目標としていた
全道大会出場を果たしました。介護初任者研修も修了し、
検定料の補助を利用して検定を取ることもできました。
これからはコミュニケーションを大切に認知症などの高
齢者を支えることができる介護士になりたいと思います。

　カナダ研修があることや同じ部活の先輩の影響もあ
り進学を決めました。高校生活はコロナの影響で例年
通りの行事を行えたのは１年生のときだけでしたが、
１番思い出に残っているのは３年生の１年間です。足
高でたくさんの人と関わったことで互いを思いやるこ
とを学び、いつもの日常が楽しかったです。これから
は、保育士を目指し、将来は保育士として足寄町に戻
ってきたいです。

　高校で野球がしたいと思い、元日本ハム選手の池田
監督から指導を受けることができる足高に進学しました。
野球を通して人として成長することができました。カナ
ダ研修は、英語をもっと勉強しようと思うきっかけにな
りました。大学では地域の活性化について学び、将来は
地方公務員か社会科教員として足寄に戻ってきて母校で
野球を指導したいです。

　足高は町からの支援が手厚く、卒業後に町内で就職し
て町に貢献したいと思い進学を決めました。高校生活は、
部活動で高い目標を持って取り組むことができました。
また、顧問の先生がよく見ていてくれたことで人として
も成長できました。カナダ研修では異文化の中で、同級
生の仲間との人間関係がさらに深まったことが印象に残
っています。これからは林業従事者として一生懸命頑張
りたいです。

原田　誠二さん
ナガイ産業合同会社

久保　晃大さん
釧路公立大学

輪島　朱莉輪島　朱莉さん
帯広大谷短期大学帯広大谷短期大学

管野ゆりかさん
足寄町社会福祉協議会

令
和
３
年
度
卒
業
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て

　
北
海
道
足
寄
高
等
学
校
（
渋
谷
圭
校
長
、

以
下

：

足
寄
高
校
）
は
、
今
年
で
開
校
73
年

を
迎
え
る
十
勝
管
内
有
数
の
伝
統
校
で
、
卒

業
生
は
、
十
勝
管
内
は
も
と
よ
り
、
全
道
・

全
国
・
海
外
の
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
全
道
的
に
少
子
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
、

足
寄
高
校
も
入
学
者
数
の
減
少
が
進
み
、
平

成
２
年
ま
で
の
５
間
口
を
ピ
ー
ク
に
平
成
13

年
以
降
は
２
間
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
が
策
定
す
る
「
公
立

高
等
学
校
配
置
計
画
」
で
は
、
１
学
年
１
間

口
と
な
っ
た
場
合
、
将
来
的
に
再
編
整
備
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
足
寄

高
校
存
続
の
た
め
に
は
１
学
年
２
間
口
（
41

人
以
上
）
の
入
学
者
確
保
が
必
要
で
す
。

　
地
元
か
ら
高
校
が
な
く
な
る
と
、
中
学
卒

業
生
の
進
路
範
囲
の
限
定
化
や
他
市
町
村
へ

の
進
学
に
よ
る
保
護
者
の
費
用
負
担
増
加
と

人
口
流
出
な
ど
、
地
域
活
力
の
低
下
や
衰
退

を
招
き
、
直
接
的
・
間
接
的
な
影
響
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
足
寄
高
校
の
存
続
は
地
域
の

存
続
を
図
る
上
で
中
心
的
か
つ
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
町
は
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
入
学
者
確
保
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
そ
の
成
果
と
支
援
策
を
紹
介
し

ま
す
。

※
間
口
～
学
級
数
の
こ
と
。
１
間
口
の
生
徒

数
は
40
人
。

　
町
は
新
入
生
の
減
少
で
１
学
年
１
間
口
と

な
っ
た
平
成
23
年
度
以
降
、
足
寄
高
校
存
続

の
た
め
、
資
格
検
定
料
や
海
外
研
修
費
の
補

助
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
２
間
口
確
保
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
再
び
１
間

口
と
な
る
厳
し
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
力
向
上
の
た
め
の
公
設
民
営
塾
の
設
置
や

給
食
の
無
償
提
供
、
下
宿
機
能
を
併
せ
持
つ

多
目
的
交
流
施
設
を
開
設
す
る
な
ど
、
足
寄

高
校
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
策
が
実
を
結
び
、
平
成
29

年
度
に
は
17
年
振
り
に
入
学
者
が
60
人
と
な

り
、
７
年
振
り
と
な
る
全
学
年
２
間
口
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い

部
活
動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
生
徒
の
入
学
者
は
57
人
の
う
ち
、

足
寄
中
学
校
か
ら
は
38
人
が
入
学
。
地
元
か

ら
の
進
学
率
は
69
％
で
、
７
割
前
後
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
地
元
以
外
か
ら
の
新
入
生
19

人
は
隣
町
の
本
別
町
４
人
、
陸
別
町
３
人
の

ほ
か
、
帯
広
市
や
清
水
町
な
ど
か
ら
の
入
学

と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
新
入
生
は
57
人
�

　
　
　
　
　
町
の
支
援
策
が
成
果

「だから、足高へ行く。」「だから、足高へ行く。」
足寄町は「足寄高校」の特色ある学校づくりを応援します。

22 2022.4
広報あしょろ332022.4

広報あしょろ



44 2022.4
広報あしょろ552022.4

広報あしょろ

３
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

人
に
や
さ
し
い
あ
し
ょ
ろ
！

町
民
に
寄
り
添
い
、
人
を
た
い
せ
つ
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

渡辺俊一町長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
を
受
け
、
町
長
と

い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

任
期
も
残
す
と
こ
ろ
１
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
、
人
類
の

生
命
と
健
康
に
脅
威
を
も
た
ら
し
、
経
済
活

動
の
停
滞
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
全
世
界
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
感
染
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
の
医
療
・
介

護
の
現
場
で
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
支

援
が
必
要
な
方
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
日
々
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち

が
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
、
ご
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
た
な
変
異
株
の
出
現
と
結
び
つ
い
た
流

行
の
波
が
繰
り
返
さ
れ
る
一
方
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
治
療
薬
の
開
発
も
進
み
、
明
る
い
兆

し
も
見
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
先
行
き
が
見

通
せ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

地
域
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
す
る
こ
と

を
最
優
先
に
考
え
、
感
染
拡
大
防
止
の
徹
底

と
安
全
安
心
な
新
た
な
日
常
生
活
、
経
済
活

動
の
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
引
き
続

き
進
め
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
は
本
町
の
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
基
幹
産
業
の
農
林
業
を
し
っ
か
り
支

援
す
る
こ
と
が
、
地
域
経
済
の
振
興
、
過
疎

対
策
に
結
び
付
く
も
の
と
考
え
て
お
り
「
第

２
期
足
寄
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
の
大
き
な
柱
の
「
子
育
て

応
援
出
産
祝
金
贈
呈・保
育
料
完
全
無
償
化・

学
校
給
食
費
無
償
化
・
足
寄
高
校
存
続
に
関

す
る
支
援
」
等
を
継
続
し
「
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
町
、
足
寄
町
」
を
町
外
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
併
せ
て
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
を
創

出
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
時
代
の
変
化
に

あ
っ
た
福
祉
施
策
を
進
め
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
環
境
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
「
人
に
や
さ
し
い
あ
し
ょ
ろ
！
町
民
に
寄

り
添
い
、
人
を
た
い
せ
つ
に
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
常
に
意
識
し
て
、
町
民
目
線
で
誠
心

誠
意
、
足
寄
町
の
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で

指
針
と
な
る
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」

を
時
代
の
変
化
に
即
し
た
見
直
し
を
行
い
、

着
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
私
の
責
務
と
考
え

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
脱
却
し
、
町
民

の
誰
も
が
「
こ
の
足
寄
町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
「
安
全
で
安
心

な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
新
年
度
予
算
編

成
に
臨
み
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
議
場
設
備
更
新
、
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
競
技
場
人
工
芝
張
替
、
螺
湾
小
学
校

外
部
改
修
、
温
水
プ
ー
ル
外
部
改
修
な
ど
住

民
の
生
活
に
直
結
す
る
優
先
度
の
高
い
改
修

や
更
新
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
か
ら
進
め
て
い
る
町
内
全
域
の

光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
事
業
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
テ
レ
ワ

ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が
普
及
し
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
・
地
域
で
高
速
通
信
網
の
整

備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
ケ
ー
ブ
ル

の
整
備
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
仕
事
が
で
き

る
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
移
住
者
の
受
け

入
れ
や
、
避
難
所
と
な
る
集
会
施
設
の
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
構
築
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や

遠
隔
医
療
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

住
環
境
の
向
上
、
定
住
促
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
の
推
進

　
町
内
建
設
業
者
施
工
に
よ
る
住
宅
・
店
舗

等
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
工
事
、
賃
貸
住
宅

整
備
、
空
き
家
解
体
等
を
対
象
と
し
た
「
住

環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
事
業
」
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
町
内
事
業
者
の
返
礼
品
開
発

を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
継
続
し
、
寄
附
金

増
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
新
婚
世
帯
を
対
象
と
す
る
「
結
婚
新
生
活

予
算
編
成
の
重
点
方
針

①
安
全
・
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

②
産
業
振
興
の
推
進

③
学
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

④
総
合
戦
略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
の

推
進

⑤
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
連
携
シ

ス
テ
ム
の
推
進

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
農
業
担
い
手
確
保
と
育
成
対
策
で
は
、
こ

れ
ま
で
21
戸
が
新
規
に
就
農
し
、
現
在
は
新

規
就
農
志
向
者
と
し
て
３
組
が
準
備
を
進
め

て
お
り
、
国
の
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資

金
事
業
」
と
協
調
し
て
、
就
農
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
チ
ー

ズ
や
イ
チ
ゴ
等
を
原
料
と
し
た
新
た
な
特

産
品
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
る
た
め

に
、
引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配

置
し
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
森
林
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
木
質
資
源
の
循
環
と
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
源
な
ど
の
公
益
的
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に
、
①
森
林
整

備
の
推
進
、
②
人
材
育
成
と
担
い
手
確
保
、

③
森
林
行
政
の
体
制
強
化
を
柱
に
、
適
正
な

森
林
施
業
と
森
林
の
保
全
、
民
有
林
振
興
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
商
工
業
者
は
、
感
染
予
防
対
策
や
大

幅
な
売
上
げ
の
減
少
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
金
融
機
関

や
商
工
会
と
連
携
し
感
染
症
対
策
の
融
資
制

度
や
支
援
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

修
学
資
金
貸
付
金
、
就
業
支
援
等
補
助
金
、

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
等
補
助
金
等
の
制
度

を
継
続
し
、
介
護
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
支

援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
足
寄
高
校
生
や
町
民

を
対
象
と
し
た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
町

内
で
開
催
し
ま
す
。

　
予
防
検
診
経
費
と
し
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
や

脳
ド
ッ
ク
検
診
、
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検

診
等
の
受
診
に
引
き
続
き
支
援
す
る
ほ
か
、

今
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
病
院
等
で
受
検

す
る
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
費
用
に
対
す
る
助

成
を
開
始
し
、
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
取

り
組
み
を
充
実
し
ま
す
。

環
境
衛
生
対
策

　
本
年
４
月
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
目
的
と
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
新
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
変
化

へ
の
柔
軟
な
対
応
が
市
町
村
に
求
め
ら
れ
て

お
り
、
分
別
・
収
集
の
手
間
、
コ
ス
ト
等
を

踏
ま
え
、
本
町
に
適
し
た
ご
み
処
理
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ご
み
減
量
化
の
た
め
の
啓
発
活
動
、
リ
サ

イ
ク
ル
体
制
の
充
実
な
ど
再
資
源
化
を
進
め
、

ご
み
減
量
化
推
進
策
を
検
討
し
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　
町
農
業
協
同
組
合
が
「
地
域
振
興
計
画
」

に
基
づ
く
「
足
寄
型
農
業
」
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
幹

産
業
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
た
め
に
必
要

温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢

献
す
る
た
め
に
、
足
寄
町
に
適
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
を
定
め
、
官
民

連
携
で
地
域
脱
炭
素
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
実
行
計
画
を
国
の

補
助
を
活
用
し
て
策
定
し
ま
す
。

福
祉
施
策
の
推
進

　
障
害
者
地
域
生
活
支
援
拠
点
施
設
を
整
備

し
た
こ
と
か
ら
、
障
が
い
児
者
の
居
住
支
援

と
、
障
が
い
児
者
の
生
活
を
地
域
全
体
で
支

え
る
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
は
「
子
育
て
安
心
基
金
」
を

財
源
に
、
出
産
祝
金
の
支
給
を
は
じ
め
、
認

定
こ
ど
も
園
、
へ
き
地
保
育
所
、
家
庭
的
保

育
、
そ
し
て
学
童
保
育
所
の
保
育
料
完
全
無

償
化
を
継
続
し
ま
す
。

　
出
産
後
１
年
以
内
の
母
子
に
対
し
、
訪
問
型

お
よ
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
の
産
後
ケ
ア
事

業
を
行
い
、
母
子
と
そ
の
ご
家
族
が
健
や
か
に

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
建
て
替
え
も
含
め
た
「
新
た
な
医

療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
町
内
の
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
に
経

営
安
定
資
金
を
助
成
す
る
ほ
か
、
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行
い
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
の
円
滑
な
提
供
を
支
援
し
ま
す
。

　

介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
事
業
と
し
て
、

支
援
事
業
補
助
金
」
も
継
続
し
、
新
居
の
住

居
費
や
引
越
費
用
な
ど
、
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
新
生
活

を
支
援
し
ま
す
。

公
共
施
設
・
財
産
の
管
理

　
安
全
性
と
利
便
性
を
図
る
た
め
平
和
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
う
ほ
か
、
公
営

住
宅
で
は
北
星
団
地
の
解
体
や
下
愛
冠
団
地

の
下
水
道
接
続
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

　
各
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
て
啓
発

活
動
や
交
通
安
全
教
育
を
推
進
し
、
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
事
業
を
通
じ
て
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

自
治
会
活
動

　
コ
ロ
ナ
禍
で
自
治
会
の
行
事
が
中
止
と
な

る
中
、
よ
り
一
層
地
域
に
お
け
る
人
と
人
と

の
絆
の
大
切
さ
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
活
性
化
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
組

織
力
強
化
と
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
行
政
と
自
治
会
、
各
関
係
団
体
と
連

携
を
深
め
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
安

全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　
足
寄
町
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
表
明
し
ま
し
た
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
に



66 2022.4
広報あしょろ772022.4

広報あしょろ

救
急
告
示
医
療
機
関
と
し
て
24
時
間
３
６
５

日
の
救
急
患
者
受
入
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
安
心
と
信
頼
を
も
っ
て
受
診
し
て
い
た
だ

け
る
病
院
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
と
費
用
対
効
果
の
両
面
を
十
分
に
考
慮

し
な
が
ら
診
療
体
制
を
構
築
し
、
計
画
的
な

医
療
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
限
り
あ
る
財
源
を
効
果
的
に

活
用
し
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
と
働
き
方
改
革
を

進
め
る
一
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

大
切
に
し
て
、
誰
も
が
「
住
民
に
や
さ
し
い

役
場
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会

と
の
連
携
の
も
と
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町

議
会
議
員
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
を
引
き
続
き

図
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　
汚
水
管
整
備
工
事
を
計
画
的
に
進
め
、
未

普
及
地
区
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
同
地

区
の
雨
水
排
水
不
良
の
解
消
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。
既
設
汚
水
管
に
つ
い
て
は
、
高
圧
洗

浄
や
カ
メ
ラ
調
査
を
行
い
、
適
正
な
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
利
用
者
の
健
康
保

持
、
安
全
・
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
施
設
づ
く
り
を
今
後
も
進
め
ま
す
。

　
現
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
規
模
・
構
成
で
建
て
替
え

を
す
べ
き
か
、
地
域
包
括
ケ
ア
等
に
係
る
国

の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

上
水
道
事
業

　
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給

を
図
る
た
め
、
老
朽
管
路
の
更
新
と
下
水
道

事
業
の
実
施
に
伴
う
配
水
管
移
設
事
業
を
進

め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で

安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

　
公
園
長
寿
命
化
修
繕
事
業
と
し
て
、
中
央

公
園
の
遊
具
等
の
更
新
を
行
い
、
そ
の
ほ
か

の
公
園
も
遊
具
等
の
保
守
点
検
結
果
に
基
づ

く
計
画
的
な
修
繕
を
進
め
ま
す
。

消
防
体
制
の
推
進

　
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

よ
り
実
践
に
即
し
た
訓
練
を
行
い
、
地
域
防
災

力
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
の
確
保
と
装
備
の
充

実
を
図
り
、
消
防
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

防　
災

　
防
災
行
政
無
線
の
全
世
帯
へ
の
戸
別
受
信

機
配
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

配
備
率
は
約
81
％
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
未
配
備
世
帯
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
頻
発
す
る
異
常
気
象
や
地
震
・
火

山
噴
火
、
大
規
模
停
電
な
ど
に
備
え
る
た
め
、

防
災
資
機
材
の
増
強
等
を
行
い
ま
す
。

温
泉
浴
場
整
備

　
令
和
４
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
建

築
確
認
申
請
手
数
料
の
ほ
か
、
外
構
実
施
設

計
業
務
委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。
な
お
、

浴
場
施
設
の
建
設
工
事
費
や
外
構
工
事
費
等

は
４
月
以
降
の
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
補
正

予
算
と
し
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　
施
設
維
持
管
理
業
務
の
充
実
と
安
心
・
安

う
に
事
業
者
支
援
を
行
い
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
振
興
策
を
含
め
、
適
切
な
時
期

に
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
を
進

め
ま
す
。

　
６
月
に
オ
ン
ネ
ト
ー
新
休
憩
舎
の
オ
ー
プ

ン
を
控
え
、関
係
機
関
と
連
携
し
、雌
阿
寒
岳
・

オ
ン
ネ
ト
ー
地
区
の
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
新
た
に
２
名
の

募
集
を
行
い
、
特
産
品
開
発
や
観
光
の
活
性

化
を
進
め
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業

　
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
、
土
地
の
位

置
付
け
の
明
確
化
を
進
め
ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

　
ポ
ン
沢
橋
外
２
橋
の
調
査
設
計
、
糠
南
大

橋
の
修
繕
等
を
行
い
、
橋
梁
長
寿
命
化
点
検

業
務
と
し
て
、
豊
栄
橋
外
55
橋
の
点
検
を
行

い
ま
す
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
修
繕
事
業

　
町
道
整
備
工
事
や
傷
ん
だ
舗
装
の
補
修
工

事
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
総
合
計
画
に

基
づ
き
進
め
ま
す
。

公
園
事
業

　
里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業
と
し
て
、
総
合

体
育
館
か
ら
野
球
場
に
か
け
て
の
幹
線
園
路

の
整
備
、
園
内
大
駐
車
場
の
拡
張
整
備
を
行

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
の
規
模

一
般
会
計　
　
94
億
５
９
６
３
万
１
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
２
．
０
％
増
）

特
別
会
計　
　
28
億
３
５
１
２
万
２
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
２
．
０
％
減
）

企
業
会
計　
　
16
億
３
６
９
８
万
５
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
０
．
２
％
増
）

合　
計　
１
３
９
億
３
１
７
３
万
８
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
１
．
０
％
増
）

令
和
４
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
び
と

　
　
　
町
民
の
生
き
が
い
と
な
る
学
び
合
い
を
推
進

藤代和昭教育長

教
育
行
政
の
基
本
方
針

　
足
寄
町
教
育
委
員
会
で
は
「
教
育
関
連
法
」

や
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」
お
よ
び
「
第

５
次
足
寄
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
な
ど
を

基
底
に
据
え
、
総
合
教
育
会
議
の
協
議
・
調

整
を
尊
重
し
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
び
と

町
民
の
生
き
が
い
と
な
る
学
び
合
い
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

学
校
運
営

　
保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て

託
さ
れ
る
「
地
域
と
共
に
歩
む
学
校
」
づ
く

り
に
向
け
、
教
育
委
員
会
が
主
体
性
を
発
揮

し
、
校
長
会
議
・
教
頭
会
議
を
通
し
て
的
確

な
指
示
や
指
導
等
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
今

年
度
か
ら
町
内
全
小
・
中
学
校
で
導
入
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
参
観
日

の
開
催
、
保
護
者
を
含
め
た
学
校
評
価
や
地

域
教
育
資
源
の
活
用
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

教
育
課
程
の
管
理

　
「
確
か
な
学
力
」
の
方
策
と
し
て
、
町
費

に
よ
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
に
よ

る
少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
学
習
、
長
期
休

業
中
の
学
習
機
会
の
提
供
、
家
庭
へ
の
啓
発

活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
足

寄
町
生
涯
学
習
研
究
所
の
学
力
調
査
・
分
析

な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
小
・
中
学
校
に

「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
を
明
示
し
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
授
業
改
善

を
通
し
て
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　
道
徳
教
育
を
重
視
し
「
特
別
の
教
科
道
徳
」

を
通
し
て
命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
の

涵
養
、
教
育
相
談
の
充
実
、
読
書
活
動
の
推

進
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
特
に
読
書
に
つ
い
て
は
、
想
像

力
や
共
感
性
の
豊
か
な
感
性
を
育
む
学
校
図

書
の
充
実
に
向
け
、
図
書
の
計
画
的
な
整
備

や
町
図
書
館
と
の
連
携
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
「
い
じ
め
」
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
・
犯
罪
で
あ
る
・
命
や
人
権
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
」
と
の
共
通
理
解
に
立
ち
、
足

寄
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
未

然
防
止
や
早
期
発
見
お
よ
び
迅
速
対
応
、学
校
・

保
護
者
・
関
係
機
関
と
の
速
や
か
な
連
携
な

ど
に
努
め
、
重
大
事
案
に
つ
い
て
は
総
合
教

育
会
議
で
協
議
・
調
整
し
ま
す
。

　
「
健
や
か
な
体
」
で
は
「
全
国
体
力
・
運

動
能
力
運
動
習
慣
等
調
査
」
や
新
体
力
テ
ス

ト
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
、
教
科
体
育
の
充

実
や
体
力
づ
く
り
運
動
の
日
常
実
践
化
に
努
め
、

体
力
向
上
や
運
動
の
習
慣
化
を
推
進
し
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食

　
食
育
で
は
栄
養
教
諭
の
効
果
的
な
活
用
を

図
り
、
食
に
関
す
る
指
導
を
推
進
す
る
と
と

も
に
学
校
給
食
の
衛
生
・
安
全
管
理
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に

よ
る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
や
「
リ
ク
エ
ス
ト

給
食
」
を
継
続
し
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の

提
供
に
努
め
ま
す
。
な
お
、
子
育
て
や
人
口

減
少
の
対
策
と
し
て
引
き
続
き
小
・
中
・
高

の
児
童
・
生
徒
に
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
。

国
際
理
解
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
国
際
理
解
教
育
で
は
、
国
際
交
流
員
を
活

用
し
た
小
学
校
の
英
語
教
科
や
外
国
語
活
動

お
よ
び
中
学
校
の
英
語
教
科
な
ど
の
支
援
を

図
り
、
英
語
力
の
向
上
や
異
文
化
理
解
な
ど

国
際
理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
協
力
・
調
整
を
図
り
、
職
場
訪
問
体

験
学
習
な
ど
を
通
し
、
望
ま
し
い
職
業
観
や

勤
労
観
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
交
通
安
全
教
育

　
防
災
・
交
通
安
全
教
育
で
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
想
定
し
、
各

教
科
の
関
連
学
習
内
容
や
実
施
訓
練
を
通
し

て
災
害
へ
の
適
切
な
迅
速
対
応
に
努
め
、
地

域
実
態
に
応
じ
た
危
機
管
理
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
点
検
・
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
児

童
生
徒
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備

し
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
学
び
や
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
等
に
活
用
し
、
情
報
活
用
や
課
題

解
決
な
ど
の
能
力
育
成
に
努
め
ま
す
。

特
別
支
援
・
複
式
教
育

　
特
別
支
援
教
育
で
は
、
社
会
的
自
立
や
合

理
的
配
慮
を
踏
ま
え
た
個
別
指
導
計
画
や
教

育
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
展
開

や
学
習
支
援
員
の
継
続
配
置
、
あ
し
ょ
ろ
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
な
ど
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。



詳　
細　
教
育
委
員
会
教
育
支
援
担
当

☎
25

－

３
１
８
８

塾
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　　
学
力
を
上
げ
た
い
、
苦
手
科
目
を
克
服
し

た
い
、
自
分
に
合
っ
た
勉
強
法
を
見
つ
け
た

い
…
な
ど
、
勉
強
に
関
す
る
悩
み
は
人
そ
れ

ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

悩
み
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
夢
の
実
現
に
向

け
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
足
寄
高
校
に
進
学
し
、
足
寄
町
学

習
塾
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
知
識
を

身
に
付
け
、
社
会
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　
足
寄
高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
開

校
し
た
「
足
寄
町
学
習
塾
」
が
、
本
年
度
で

８
年
目
を
迎
え
ま
す
。　

　
こ
の
学
習
塾
は
、
公
設
民
営
塾
と
し
て
足

寄
町
が
開
設
し
、
全
国
で
学
習
塾
を
展
開
す

る
㈱
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
47
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
足
寄
高
校
生
の
学
力
向
上
を
支
援
し
、
生

徒
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
で
、
同

校
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
入
学
希
望
者
の

増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
足

寄
町
で
育
ち
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
存
続
・
活

「
足
寄
町
学
習
塾
」
で
自
己
実
現
を
！

性
化
の
鍵
と
も
な
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
足
寄

高
校
生
の
自
己
実
現
を
支
え
て
き
た
学
習
塾

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

指
導
シ
ス
テ
ム

専
任
講
師
が
そ
ば
で
学
習
を
支
援
す
る

「
個
別
指
導
」
と
、
一
流
講
師
陣
に
よ
る
授

業
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
視
聴
す
る「
映
像
指
導
」

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
指
導
シ
ス
テ
ム
で
学
力

向
上
を
図
り
ま
す
。

３
つ
の
学
習
ブ
ー
ス

　
「
個
別
指
導
ブ
ー
ス
」「
映
像
指
導
ブ
ー
ス
」

「
自
習
ブ
ー
ス
」
の
３
つ
の
学
習
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
学
べ
る
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

令
和
３
年
度
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
通
塾
後
の
自
身
の
変
化
に
つ
い
て
「
勉

強
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
に
続
き
「
勉

強
す
る
習
慣
が
付
い
た
」「
学
校
の
成
績
が

上
が
っ
た
」と
い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

塾
開
設
の
目
的
で
あ
る「
学
習
意
欲
の
向
上
」

や
「
学
習
習
慣
と
基
礎
学
力
の
定
着・向
上
」

に
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

項目 割合

勉強が分かるようになった 50.5％

勉強する習慣がついた 40.8％

学校の成績が上がった 29.1％

模試などの成績が上がった 4.9％

将来の夢を持つことができた 2.9％

通塾による自身の変化について
複数回答可

公設民営塾「足寄町学習塾」

タブレットを使ったタブレットを使った
映像指導ブース映像指導ブース

講師が直接指導を行う講師が直接指導を行う
個別指導ブース個別指導ブース

　

学
習
塾
で
は
足
寄
高
校
生
１
～
３
年
生
、

翌
年
度
足
寄
高
校
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方

向
け
に
見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
塾
を
活
用
し
て
将
来
の
思
い
描
く
進

路
を
掴
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

樽沢俊宏塾長

88 2022.4
広報あしょろ992022.4

広報あしょろ

生
涯
学
習
施
設

　
町
民
セ
ン
タ
ー
と
生
涯
学
習
館
を
学
習
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
、
学
び
や
す
く
親
し
み

や
す
い
施
設
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
図

書
館
に
つ
い
て
は
、
図
書
の
計
画
的
購
入
や

魅
力
あ
る
事
業
お
よ
び
情
報
発
信
な
ど
を
図

り
、
町
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
機
能
や
利

便
性
な
ど
の
向
上
と
と
も
に
、
読
書
普
及
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
・
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ

や
乳
幼
児
の
絵
本
と
の
出
会
い
と
親
子
の
触

れ
合
い
等
を
支
援
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
」
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
子
ど
も
が
よ
り
読
書
に
興
味
を

も
ち
、
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
校
へ

の
移
動
図
書
や
巡
回
配
本
、
図
書
館
司
書
の

学
校
訪
問
相
談
や
「
中
学
生
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
事
業
」
な
ど
を
通
し
、
子
ど
も
の
読
書

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

英会話教室「ジャスミンのえいＧＯ！」

文
化
・
芸
術
活
動

　
各
種
文
化
団
体
等
が
行
う
自
主
的
な
活
動

を
通
し
て
優
れ
た
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
し
、
地
域
文
化
の
伝
承
や
創
作
活

動
等
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
財

　
郷
土
資
料
館
に
は
、
町
の
歴
史
や
発
展
の

資
料
を
数
多
く
保
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郷
土
の
歴
史
や
文
化
継
承
が
、
町
民
や
学
校

教
育
、
社
会
教
育
に
も
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
資
料
の
整
理
や
展
示
の
工
夫
、
情
報
提
供

な
ど
に
努
め
ま
す
。

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　
企
画
・
運
営
の
工
夫
や
発
掘
体
験
活
動
な

ど
に
よ
り
入
館
者
の
充
実
に
努
め
て
お
り
、

本
町
の
象
徴
的
な
学
術
施
設
と
し
て
さ
ら
に

価
値
を
高
め
る
た
め
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で

き
る
機
会
の
拡
充
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
安

全
点
検
と
計
画
的
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
出

前
教
室
、
学
校
開
放
事
業
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
を
通
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

青
少
年
教
育

　
地
域
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
の
地
域

素
材
を
生
か
し
た
自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！

あ
し
ょ
ろ
☆
冒
険
王
」
の
実
施
を
は
じ
め
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
・
芸
術
活
動
な
ど
の
支
援
と
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
長
期
休
業
中
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
を
夏

季
間
と
冬
季
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
学
ぶ

意
欲
や
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
教
育
機
関
で
あ
る
「
ネ

イ
パ
ル
足
寄
」
や
「
九
州
大
学
北
海
道
演
習

林
」
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

成
人
教
育

　
情
報
の
提
供
や
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
学
習
機

会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

足
寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」

や
「
学
遊
校
」
の
多
様
な
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
等
、
高
齢
者
の
豊
か
な

学
び
合
い
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の

仲
間
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
学
習
機
会
や
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

国
際
交
流

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市

か
ら
招
へ
い
し
て
い
る
国
際
交
流
員
を
活
用

し
、
保
育
園
児
へ
の
英
語
遊
び
活
動
「
ぺ
ピ

ー
キ
ッ
ズ
」
や
一
般
町
民
を
対
象
と
し
た
英

会
話
教
室
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
複
式
教
育
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か

し
た
き
め
細
か
な
指
導
計
画
に
よ
る
個
に
応

じ
た
指
導
や
学
習
効
果
を
高
め
る
集
合
学
習

お
よ
び
町
内
的
な
交
流
学
習
を
支
援
し
、
地

域
環
境
の
特
性
を
生
か
し
た
複
式
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

足
寄
高
等
学
校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

　
２
間
口
確
保
に
向
け
、
足
寄
高
等
学
校
振
興

会
等
関
係
団
体
と
協
議
・
連
携
し
、
通
学
費
や

海
外
研
修
派
遣
、
足
寄
町
学
習
塾
、
多
目
的
交

流
施
設
な
ど
に
引
き
続
き
支
援
を
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
・
設
備
の
改

修
や
教
職
員
住
宅
の
修
繕
等
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

足
寄
町
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
超

過
勤
務
の
上
限
や
学
校
閉
庁
日
、
部
活
動
休

養
日
等
を
定
め
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

家
庭
教
育

　
「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学

習
と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
充
実
を
さ

ら
に
図
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
子
育
て
に
携
わ
る
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
、
家
庭
教
育
・
子
育
て

支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
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卒

業

・
卒

園

お

め

で

と

う

卒

業

・
卒

園

お

め

で

と

う

足 寄 高 等 学 校足 寄 高 等 学 校

芽 登 小 学 校芽 登 小 学 校

螺 湾 小 学 校螺 湾 小 学 校

町認定こども園どんぐり町認定こども園どんぐり

上 利 別 保 育 所上 利 別 保 育 所

芽 登 保 育 所芽 登 保 育 所

大 誉 地 小 学 校大 誉 地 小 学 校

足 寄 小 学 校足 寄 小 学 校

足 寄 中 学 校足 寄 中 学 校

螺 湾 保 育 所螺 湾 保 育 所

ひよこクラブにサプライズ
　子育て支援サークル「ひよこクラブ」（今
野めぐみ代表）の定例会が町民センターで行
われ、11組の親子が参加しました。本年度
最後の定例会となったこの日は、サプライズ
でアユミちゃんと初代アユミちゃんが登場し
ました。大喜びする子や突然の登場に泣いて
しまう子などさまざまでしたが、参加した親
子は楽しく交流しました。

3/93/9

　元気アップ運動教室「イスを使ったストレ
ッチ教室」（町教育委員会主催）が総合体育
館で行われ、18人が参加しました。役場福
祉課の保健師からフレイルを予防するための
食事や運動についての説明が行われ、その後
小林永枝さん（健康運動指導士）を講師に、椅
子に座りながら首や肩甲骨を動かすストレッ
チを行いました。

元気アップ運動教室 3/223/22

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

読書感想文コンクール

林業就職相談会
　足寄町と陸別町の林業企業９社が参加する
林業就職相談会が町民センターで開催されま
した。相談会は参加者が希望する企業と直接
相談できるように個別ブースを設け、新型コ
ロナウイルス感染症の感染対策を実施して行
われました。参加者は「雰囲気が良い相談会
だった」と感想を話しました。

3/53/5
　第45回町読書感想文コンクールの表彰式
が開催されました。町内の小中学校から４４
６点の応募があり、46点の作品が入賞しま
した。受賞者を代表して村岡倖さん（足寄中学
校３年）が「これからも読書を大切にし、自
分の人生を豊かなものにしていきたいです」
とあいさつしました。

3/63/6
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報
あしょろ インフォメーション

生ごみをたい肥化しませんか？
電動生ごみ処理機の購入助成額の上限が増額されました！

　　

詳　細　役場住民課住民生活担当　　　☎２８－３８５８

　町では、生ごみの減量化を図るため、生ごみたい肥化容器（コンポスト）や電動生ごみ処理機を
町内の指定された店舗で購入する方に対し、予算の範囲内において費用を一部助成しています。
　４月からはさらなる減量化を図るため、電動生ごみ処理機購入者への助成額の上限を２万円から

３万円へ増額しました。

〈助成額〉
電動生ごみ処理機
　１台当たりの税抜き価格の２分の１の金額（１００円未満は切り捨て）を３万円を上限に助成。
生ごみたい肥化容器（コンポスト）
　１個当たりの税抜き価格５千円以上のものに対し、３千円を上限に助成。

〈助成までの手続きについて〉
①電動生ごみ処理機等を購入する前に、役場住民課住民生活担当の窓口へ購入助成金交付申請書を
提出してください。
②町より購入助成金交付決定書を通知しますので「決定通知書」および併せて送付する「受領書」
「委任状」を持って、指定された店舗にて対象商品を購入してください。
※購入額から助成額を差し引いた金額をその場でお支払いしていただくことになります。

〈指定販売店〉
電動生ごみ処理機
　㈲エムエス電器商会・㈲コミヤマ・㈲モリイデンキ・㈱外田組
生ごみたい肥化容器 ( コンポスト )
　㈲マニザキ・㈲佐々木金物店・足寄町農業協同組合 ( Ａコープ・経済部生産資材課 )

お知らせ
Ashoro

Info

電話でお申し込みができます！
ヘリカルCT肺がん検診･PETがん検診のお知らせ

　　

詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当　　　☎２５－２５７１

申込期間　令和５年１月31日㈫まで
受診期間　令和５年３月31日㈮まで
実施機関　ヘリカル CT 肺がん検診 : 町国民健康保険病院
　　　　　　　　　 P E T がん検診 : 社会医療法人　北斗　北斗病院（帯広市）
そ の 他  受診結果につきまして病院より町にも結果が報告されます。個人情報につきましては
               健康づくり目的以外には使用しません。
　　　　　※ＰＥＴ乳がん検診は昨年度で実施を終了しました。

お知らせ
Ashoro

Info

検 診 名 対　象　者 助成対象人数 料　　　金

ヘリカル CT
肺がん検診 ・30歳以上の町民

（平成５年４月１日以前に生まれた方）
＊ただし、助成対象は３年に一度となり
ます。令和２年度・令和３年度に助成を
受けた方は助成の対象になりません。

先着30人 自己負担　7,700円
＊町助成　7,700円

ＰＥＴがん検診 先着35人 自己負担　60,130円
＊町助成　10,000円

ご注意ください
有害鳥獣駆除実施中

　　

お知らせ
Ashoro

Info

　本町では、エゾ
シカによる農業被
害や林業被害を減
らすために、北海
道猟友会足寄支部
の協力により有害
鳥獣駆除を実施し
ています。有害鳥
獣駆除実施期間中
に山菜採り等で山
林や畑、牧草地の周囲を歩く方は、目立つ服装
で入林し、設置されているわなに注意してくだ
さい。

駆除区域　足寄町全域（住宅地・鳥獣保護区　
　　　　　等は除く）
駆除期間　４月から10月末　　　　　　　　　
　　　　  および令和５年３月中
使用する道具　銃器、くくりわな、囲いわな

詳　細　役場経済課林業振興担当
　　　　☎２８－３８６２

子宮頸がんワクチン接種について

詳　細　役場福祉課保健推進担当
　　　　☎２５- ２５７１

　子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイ
ルスの感染を防ぐ子宮頸がん予防ワクチン（Ｈ
ＰＶワクチン）について、厚生労働省は平成２
５年から接種勧奨を差し控えていましたが、令
和３年11月に積極的接種勧奨を再開すること
を決定し、本町でも４月から接種勧奨を実施す
る予定です。対象の方については
後日案内や予診票等の書類を発送
させていただきます。

お知らせ
Ashoro

Info

足寄消防団消防連合演習の中止
について

詳　細　足寄消防署
　　　　☎２５－２６１９

　例年４月下旬に開催しております足寄消防団
消防連合演習は、新型コロナウイルス感染拡大
の防止、消防団員および関係者の安全確保の観
点から昨年に引き続き開催を中止させていただ
くことになりましたのでお知らせします。
　ご理解を賜りますようお願いします。

お知らせ
Ashoro

Info

Ashoro Information
まちのお知らせと情報
あしょろ インフォメーション

電動生ごみ処理機 生ごみたい肥化容器
（コンポスト）

　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８

　平日：午前９時30分～午後８時／土日祝日：午前９時30分～午後５時30分
詳細　役場住民課戸籍年金担当　☎２８－３８５６

または
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詳　
細　
足
寄
消
防
署
予
防
担
当
予
防
１
係

☎
25

－

２
６
１
９

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
に
つ
い
て

　
４
月
20
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
は
春
の
火

災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹

く
な
ど
、
火
災
発
生
件
数
が
増
加
す
る
期
間

で
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
３
年
中
に
町

内
で
は
10
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

幸
い
に
し
て
負
傷
者

お
よ
び
死
亡
し
た
方

は
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
住
宅
や
車
両
等

を
焼
損
す
る
な
ど
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
火
災
は
一
瞬
に
し
て
尊
い
生
命
や
貴
重
な

財
産
を
失
う
可
能
性
の
あ
る
恐
ろ
し
い
も
の

で
す
。
人
の
意
に
反
し
て
発
生
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た

火
災
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
期
間
は
特
に
空
気
が
乾
燥

し
、
強
風
に
よ
り
延
焼
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
な

り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、
火
の
元
の
確
認
を
行
っ
て
か
ら
就
寝

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
（
ご
み
）
を
燃
や
す
こ
と
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
を
行

っ
た
場
合
は
、

５
年
以
下
の
懲
役
、

１
千
万
円
以
下

の
罰
金
の
い
ず

れ
か
、
ま
た
は

両
方
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

　
町
内
に
お
い
て
も
、
家
庭
ご
み
を
焼
却
処

分
中
に
火
の
粉
が
枯
れ
葉
に
着
火
し
、
延
焼

拡
大
し
た
火
災
が
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
近
隣
の
住
宅
に
被
害
が
発
生
し
た
り
、
大

切
な
財
産
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
安

易
な
考
え
で
野
焼
き
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
児
童
手
当
制
度
〉

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
な
ど
に
お
け
る
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
給
資
格
者

　
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
中
学
校
修
了

前
ま
で
の
児
童
（
満
15
歳
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
）
を
養
育
し

て
い
る
方

※
共
働
き
の
場
合
は
、
所
得
や
健
康
保
険
の

状
況
な
ど
に
よ
り
主
に
生
計
を
維
持
し
て
い

る
方

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
。

◎
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
支
給
に
係
わ
る

所
得
上
限
額
が
設
け
ら
れ
ま
す

　
令
和
４
年
６
月
分
（
令
和
４
年
10
月
支
給

分
）
か
ら
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所

得
が
「
所
得
制
限
お
よ
び
所
得
上
限
限
度
額

表
」
の
②
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当
・
特
例

給
付
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
・
特
例
給
付
が
支
給
さ
れ
な
く

な
っ
た
あ
と
に
所
得
が
②
を
下
回
っ
た
場

合
、
改
め
て
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳　
細　
役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
２
１
６

所得制限および所得上限限度額表支
給
額

①
未
満
の
方

・
３
歳
未
満
１
５
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
小
学
生
以
下
１
０
０
０
０
円

　
※
第
３
子
以
降
は
１
５
０
０
０
円

・
中
学
生
１
０
０
０
０
円

①
以
上
②
未
満
の
方

・
中
学
生
ま
で
一
律
５
０
０
０
円

◎
現
況
届
が
原
則
提
出
不
要
に
な
り
ま
す

　
一
部
の
方
を
除
き
、
現
況
届
の
提
出
が
不

要
に
な
り
ま
す
。
提
出
が
必
要
な
方
に
つ
い

て
は
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
中
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　昨年 10 月よりマイナンバーを利用したオンライン資格確認の本格運用がスタートし、マイナン
バーカードの保険証利用も始まっています。
　マイナンバーカードを持っているだけでは保険証として利用できず、利用のための登録手続きが必
要です。
　全国のマイナンバーカードの交付状況は、３月時点で約５４００万枚交付済み（全人口の約４割）、
保険証の利用登録件数は約７６０万件で、保険証として利用可能なカードは交付済みのうち 14％
程度にとどまっています。一方、町のマイナンバーカード交付枚数は、３月時点で２１１９枚（町
の人口の約３割）です。参考として、町内で国民健康保険に加入されている方の保険証の利用登録
済み件数は約 50 件で、マイナンバーカードの保険証利用は進んでいない状況です。

町国保病院では専用機器を設置して、マイナンバーカードの保険証利用登録および保険証利用が
可能です。まだ保険証の利用登録手続きがお済みでない方はぜひ登録をお願いします。なお、利用
登録手続きはパソコンとＩＣカードリーダー・スマートフォン（マイナンバー読み取り対応機種）
を使ってご自身でもできますし、役場保険担当の窓口でもできます。

■保険証の利用登録のメリット
①マイナンバーカード取得で５０００円、さらに保険証の利用登録で７５００円相当のポイントが付与さ

れます（保険証利用登録分のポイント申請は６月頃に開始予定）。
②入院時などに利用する「限度額認定証」の申請が不要になります。
③転職・引越しをしても、新しい保険証の発行を待たずに医療機関を受診できます。
④処方された薬剤や特定健診の結果、医療費通知の情報をマイナポータルから閲覧できます。
⑤患者さんの同意により④の情報が医療関係者にも提供されるので、医療の質の向上が期待できます。

病院・薬局を利用した際の窓口負担が一定額以上になると、役場から「高額療養費のお知らせ」
をお送りしています。役場に申請すると、1カ月の限度額を超えた負担分が払い戻しされます。なお、
申請には病院・薬局などの「領収書」が必要です。
「領収書を捨ててしまった」「どこに行ったか分からない」ために、払い戻しできる金額が少なく

なってしまう方がいらっしゃいます。高額療養費に該当する方への通知は、受診から２～３カ月後
になりますので、高額の医療費が発生した月の領収書はしばらく保管しておいてください。

Ｑ：高額療養費の申請書には、医療費や医療機関名が記載されている。領収書が無くても役場では患者の
負担額が分かるのでは？

Ａ：医療機関からの医療費の請求は２段階で行われます。
　　①患者さんへの請求と②患者さんが加入している医療保険への請求です。①と②の間で、医療機関内

での点検の結果、まれに請求漏れが見つかるなどして請求内容が変わる（②の医療費の方が高くなる）
ことがあります。そのため、領収書で患者さんが実際にお支払いした金額を確認させていただいてい
ます。

詳　細　役場住民課保険担当　☎２８－３８５７

マイナンバーカードの保険証
利用登録はお済みですか？

◎国民健康保険の高額療養費の申請には「領収書」が必要です！

令和３年中に町内で
発生した火災件数

火災種別 発生件数

建物 ５件

車両 １件

その他 ４件

林野 ０件

合計 10件



1616 2022.4
広報あしょろ17172022.4

広報あしょろ

歯
周
病
予
防

●
歯
周
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き
や
骨
が
傷
ん
で
溶
け

て
い
く
病
気
で
す
。
虫
歯
の
よ
う
に
歯
に
穴

が
開
い
た
り
痛
み
が
伴
う
こ
と
が
な
い
の
で
、

進
行
に
気
付
き
に
く
く
、
放
置
し
て
し
ま
う

と
結
果
的
に
何
本
も
歯
を
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
口
の
中
の
病
気
と
い
え
ば
虫
歯
の
印

象
が
強
い
で
す
が
、
実
は
日
本
人
の
歯
を
失

う
原
因
の
1
位
は
歯
周
病
な
の
で
す
。
ま
た
、

進
行
し
た
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
年

齢
と
と
も
に
増
加
し
、
40
代
で
４
割
を
超
え
、

60
代
で
は
約
６
割
に
も
達
し
ま
す
。
で
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
歯
周
病
は
進
行
し
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。

●
歯
周
病
の
進
行
は
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
が

原
因プ

ラ
ー
ク
は
細
菌
の
か
た
ま
り
で
、
酸
や

毒
素
を
出
し
て
虫
歯
や
歯
周
病
を
進
行
さ
せ

ま
す
。
白
色
ま
た
は
黄
白
色
を
し
て
い
る
の

で
、見
た
目
で
は
確
認
し
に
く
い
の
で
す
が
、

舌
で
触
る
と
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
触
が
あ
り
、

１
ミ
リ
グ
ラ
ム
あ
た
り
１
～
２
億
個
の
細
菌

が
存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
丁

寧
な
歯
磨
き
で
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

石
灰
化
し
歯
石
に
な
る
と
、
歯
科
医
院
で
専

用
の
器
具
を
使
わ
な
い
と
除
去
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
歯
石
は
表
面
が
凸
凹
し
て
い
る
た

め
プ
ラ
ー
ク
が
付
着
し
や
す
く
除
去
し
に
く

く
な
り
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
間
に
ま
で
波
及

し
た
場
合
、
歯
の
周

り
の
組
織
を
破
壊
し

て
し
ま
い
ま
す
。

●
歯
周
病
予
備
軍
チ
ェ
ッ
ク

　
ひ
と
つ
で
も
当
て
は
ま
っ
た
ら
歯
周
病
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。物
を
噛
ん
だ
と
き
や
、

見
た
目
に
違
和
感
が
あ
れ
ば
、
口
の
中
の
病

気
が
進
行
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

小
さ
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
、

毎
日
の
歯
磨
き
の
時
は
必
ず
鏡
を
見
な
が

ら
、
歯
や
、
歯
ぐ
き
の
色
や
形
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□ 

歯
が
浮
い
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る

□ 

歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

□ 

歯
を
磨
く
と
歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
る

□ 

歯
ぐ
き
か
ら
う
み
が
出
る

□ 

口
臭
が
気
に
な
る

□ 

歯
の
間
に
も
の
が
は
さ
ま
り
や
す
い

□ 

歯
ぐ
き
が
痩
せ
て
下
が
っ
て
き
た

□ 

少
し
ぐ
ら
つ
く
歯
が
あ
る

●
歯
周
病
と
全
身
疾
患

　
口
は
身
体
の
入
り
口
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

口
の
中
で
生
成
さ
れ
た
歯
周
病
菌
が
血
管
に

入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
血
管
を
狭
め
て
虚

血
性
心
疾
患
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
た
り
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
進
む
要
因

に
な
り
ま
す
。

　
歯
周
病
の
人
は
そ
う
で
な
い
人
の
２
倍
糖

尿
病
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
菌
が
血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
（
イ

ン
ス
リ
ン
）
の
働
き
を
邪
魔
し
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
血
糖
値
が
下
が
り
に
く
く
な
る
た

め
糖
尿
病
が
悪
化
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

●
大
切
な
の
は
予
防
！

　
歯
周
病
が
重
症
化
し
た
場
合
、
治
療
を
希

望
す
る
と
外
科
治
療
を
行
う
の
が
一
般
的
で

す
。
治
療
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
状
況
に

合
わ
せ
て
歯
を
抜
き
、
入
れ
歯
を
作
成
し
た

り
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
行

い
ま
す
（
歯
を
支
え
て

い
た
骨
が
不
足
し
て
い

る
場
合
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。　

   

　
口
の
中
に
人
工
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
慣

れ
る
に
は
時
間
が
か
か
る
上
に
、
入
れ
歯
の

噛
む
力
は
健
康
な
歯
の
３
分
の
１
程
度
の
た

め
、
自
分
の
歯
に
比
べ
て
噛
み
に
く
く
な
っ

た
と
答
え
る
方
が
非
常
に
多
い
で
す
。
そ
の

よ
う
な
事
態
に
な
る
前
に
早
め
に
歯
科
医
院

詳　
細　
役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

を
受
診
し
、
適
切
な
処
置
を
受
け
自
宅
で
も

セ
ル
フ
ケ
ア
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
歯
が
1
本
で
も
残
っ
て
い
る
人
と

そ
う
で
な
い
人
と
で
は
入
れ
歯
の
安
定
や
治

療
の
選
択
肢
に
差
が
で
き
る
た
め
「
す
で
に

歯
が
何
本
か
な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
何
本
抜

け
て
も
同
じ
」
と
は
考
え
ず
に
、
残
っ
て
い

る
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
は
自
分
の
歯
が
何
本
残
っ
て
い
る

か
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
？
今
後
の
健
康
寿

命
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
町
の
歯

周
病
検
診
を

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
歯
周
病
健
診
に
つ
い
て

　
町
で
は
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
お
よ
び

妊
婦
と
そ
の
夫
は
５
０
０
円
、
節
目
年
齢

（
41
、
51
、
61
、
71
歳
）
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方
は
無
料
で
受
診
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
健
推
進
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
記
載
の
年
齢
は
令
和
４
年
度
内
年
齢
で
す
。

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
登
録
に
あ
た
り
、
特
別
な
技
能
や
資
格
は

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
の
「
で
き
る

こ
と
」「
や
り
た
い
こ
と
」
な
ど
を
担
当
者

に
お
話
し
く
だ
さ
い
。「
こ
ん
な
こ
と
が
得

意
だ
け
ど
仕
事
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
っ
た

お
問
い
合
わ
せ
も
歓
迎
し
ま
す
。

Ｑ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
で
働
く
と
何
か

良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
働
く
こ
と
で
生
き
が
い
を
感
じ
、
社
会

参
加
を
実
感
で
き
ま
す
。
仕
事
を
通
じ
て
新

し
い
仲
間
が
増
え
る
と
と
も
に
、
収
入
を
得

る
こ
と
で
自
分
あ
る
い
は
家
族
の
生
活
が
充

実
し
ま
す
。
無
理
な
く
働
く
こ
と
で
、
健
康

の
維
持
・
増
進
が
図
れ
ま
す
。

■
仕
事
の
依
頼
に
つ
い
て

Ｑ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
へ
仕
事
を
依
頼

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
社
会

福
祉
協
議
会
内
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
仕

事
の
内
容
や
時
期
を
お
聞
き
し
、
就
労
可
能

な
会
員
を
派
遣
し
ま
す
。

　
料
金
等
を
知
り
た
い
場
合
は
、
簡
易
的
な

足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

見
積
も
り
を
作
成
し
ま
す
。

※
時
期
や
内
容
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
対
応
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

当
セ
ン
タ
ー
は
、
登
録
会
員
の
平
均
年
齢

が
76
．
２
歳
と
な
り
高
齢
化
が
年
々
進
ん
で

い
る
状
況
で
す
が
、
80
歳
代
の
会
員
の
方
が

非
常
に
元
気
で
辛
抱
強
く
、
お
客
様
か
ら
の

評
判
も
上
々
な
の
が
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

農
作
業
は
以
前
に
就
労
し
て
い
た
会
員

を
リ
ピ
ー
ト
す
る
依
頼
が
多
く
、
後
継
者
が

い
な
い
た
め
、
い
ず
れ
は
対
応
で
き
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
身
体
に
無
理
の
な
い
仕
事
、
危

険
の
な
い
仕
事
、
経
験
や
技
能
を
生
か
せ
る

仕
事
へ
の
就
労
を
心
掛
け
、
そ
の
手
助
け
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
最
近
は
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

詳　
細　
足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

開
設
時
間

平
日
：
午
前
８
時
40
分
～
午
後
５
時
５
分

　
　
　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く　

☎
28

－

０
７
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

９
０
２
１

https://w
w

w
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高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
は
町
内
在
住
の
60

歳
以
上
で
、
働
く
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
男
性
40
人
、
女
性
38
人
、
合
計

78
人
の
方
が
会
員
登
録
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

◎
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ

形
式
で
紹
介
し
ま
す

■
就
労
に
つ
い
て

Ｑ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
は
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
①
畑
仕
事
（
苗
作
り
・
草
取
り
・
収
穫

等
）
②
草
刈
り
・
庭
の
草
取
り
・
剪
定
③
部

屋
の
片
付
け
・
清
掃
・
ご
み
分
別
搬
出
④
薪

割
り
・
木
の
伐
倒
⑤
除
雪
⑥
筆
耕
（
賞
状
書

き
・
宛
名
書
き
）
⑦
公
園
の
草
刈
り
・
ト
イ

レ
清
掃
⑧
植
樹
桝
（
草
取
り
・
剪
定
）
⑨
役

場
庁
舎
公
務
補
・
清
掃
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
作
業
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、

ご
自
身
の
知
識
・
能
力
・
キ
ャ
リ
ア
を
生
か

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
仕
事
内

容
・
働
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
で
働
く
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

Ａ
：
会
員
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
高

１
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
厚
生
旅
行
を
、
今
年

は
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
に
は
、

年
齢
の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
働
い
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
の
会
員
登
録
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
作
業
内
容
・
料
金
表
は
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

畑仕事の様子

厚生旅行の様子
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髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

詳　
細

　
　
役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当

☎
28

－

３
８
６
８

生
活
も　

ウ
イ
ル
ス
予
防
も　

蛇
口
か
ら

生
活
も　

ウ
イ
ル
ス
予
防
も　

蛇
口
か
ら

��
あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道
第34号第34号

下
水
道
に
お
け
る
除
害
施
設
（
グ
リ
ー
ス
阻

集
器
等
）
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

町
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
下
水
道
管
で
、

油
脂
分
を
多
く
含
ん
だ
排
水
が
冷
え
固
ま

り
、
閉
塞
（
詰
ま
る
）
案
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
下
水
道
が
閉
塞
す
る
と
、
そ
の
排
水
を
流

し
た
人
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
使
用
者
が

「
下
水
道
を
使
え
な
い
」
状
況
に
な
り
ま
す
。

各
家
庭
で
出
る
油
を
流
さ
な
い
対
策
を
し
、

特
に
除
害
施
設
を
設
け
て
い
る
使
用
者
は
、

定
期
的
に
油
脂
分
を
掃
除
す
る
な
ど
適
正
な

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
害
施
設
は
、
下
水
道
自
体
に
害
を
及
ぼ

す
ゴ
ミ
や
油
脂
分
等
を
下
水
道
に
流
す
前
に

除
去
す
る
施
設
で
、
主
に
飲
食
業
や
大
型
施

設
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

閉
塞
し
た
下
水
道
と
正
常
な
下
水
道

正常正常

閉塞閉塞

グ
リ
ー
ス
阻
集
器
の
日
常
清
掃

令
和
４
年
度
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

　
水
道
の
水
質
基
準
改
定(

平
成
16
年
４
月

１
日
施
行)

に
伴
う
水
道
法
施
行
規
則
改
定

に
基
づ
き
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
需
用
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご

報
告
し
ま
す
。

　
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て
は
、
役
場
内
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
の
水
質
検
査
結
果
も

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

水質検査結果
区分 単位 おいしい水研

究会基準 水質基準 足寄町の
上水道

蒸留残留物 mg/l 30～200 500以下 84.0

硬度 mg/l 10～100 300以下 9.4

有機物等 mg/l ‐ 3以下 0.3

臭気 度 ３度以下 3度以下 なし

水温 ℃ 20℃以下 ‐ 10.7

※厚生労働省の「おいしい水研究会」のデータ
と令和３年足寄町の水道水を比べたものです。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
上
下
水
道
の
届
け
出

　
春
は
、
転
入
・
転
出
・
転
居
等
で
人
の
出

入
り
が
１
年
で
一
番
多
い
時
期
に
な
り
ま

す
。

　
上
下
水
道
を
使
わ
な
く
な
っ
た
時
、
使
い

始
め
る
時
、
使
用
者
が
変
わ
る
時
は
、
役
場

建
設
課
上
下
水
道
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

　
料
金
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
大
変
便

利
で
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
左
記
金
融
機
関
に
て
、
通

帳
な
ど
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
、
口
座
登

録
の
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
お
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
金
融
機
関
の
営
業
時
間
内
に
手
続
き
が
で

き
な
い
方
は
役
場
建
設
課
上
下
水
道
室
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
日

　
各
種
水
道
料
金
～
毎
月
25
日

　
下
水
道
使
用
料
～
毎
月
25
日

◆
口
座
振
替
可
能
な
金
融
機
関

　
北
海
道
銀
行
足
寄
支
店

　
帯
広
信
用
金
庫
足
寄
支
店

　
足
寄
町
農
業
協
同
組
合

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

施
設
見
学
の
募
集
に
つ
い
て

　
昨
年
度
は
、
町
内
全
て
の
小
学
校
４
年
生

が
、
上
下
水
道
施
設
の
見
学
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
今
年
度
も
小
学
生
を
は
じ
め
、
皆
さ

ん
の
見
学
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所　
☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－

２　
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28
―
３
８
５
８

　
４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
引
き
下
げ

ら
れ
「
18
歳
か
ら
大
人
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
者
を
狙
っ

た
悪
質
商
法
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
（
契
約
）

が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
ど
の
年
代
に
お
い

て
も
契
約
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル

の
他
、
製
品
・

食
品
で
の
事
故

（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
含
む
）
に
は

十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
今
回
は
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
際
の
相
談

前
に
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の
や
迅
速
に

解
決
す
る
コ
ツ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
：
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

は
ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

Ａ
：
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
方
の
居
住

地
や
勤
務
地
に
あ
る
地
方
自
治
体
の
相
談

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
方
自
治
体
が
運
営
し
て
い
る
の
で
相

 

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

困
っ
た
際
は
一
人
で

悩
ま
ず
、
で
き
る
だ
け

お
早
目
に
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

談
は
無
料
で
す
。
窓
口
に
よ
っ
て
名
称
や

受
付
時
間
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
事
前
に

確
認
し
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

足
寄
町
の
相
談
窓
口

・
役
場
住
民
課
住
民
室
住
民
生
活
担
当

☎
28

－

３
８
５
８
（
平
日
：
月
～
金
）

・
消
費
生
活
相
談
所
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
28

－

０
５
８
５
（
平
日
：
火
・
木　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
）

※
留
守
電
応
答
の
場
合
は
役
場
へ
お
か
け

直
し
願
い
ま
す
。

Ｑ
：
相
談
に
あ
た
っ
て
事
前
に
必
要
な
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
消
費
生
活
相
談
の
解
決
に
あ
た
っ
て

は
、
ト
ラ
ブ
ル
内
容
の
十
分
な
聞
き
取
り

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
下
記
の

ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し

て
お
き
、
事
前
に
相

談
内
容
を
整
理
し
て

お
く
ほ
か
、
関
係
書

類
や
商
品
等
を
用
意

し
て
お
く
と
よ
り
早
い
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に

つ
な
が
り
ま
す
。

【
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

～
相
談
員
の
聞
き
取
る
内
容
～

①
契
約
の
い
き
さ
つ

②
契
約
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

③
契
約
日

④
契
約
・
購
入
し
た
商
品
名
（
サ
ー
ビ
ス
）

⑤
契
約
金
額
や
す
で
に
支
払
っ
た
額

⑥
支
払
い
方
法

～
事
前
に
用
意
を
し
て
お
く
も
の
～

①
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
保
証
書

②
契
約
書
や
約
款
な
ど

の
手
元
に
あ
る
関
係

書
類

③
請
求
書
や
領
収
書
な

ど
被
害
金
額
が
分
か

る
も
の

【
そ
の
他
の
関
係
機
関
の
窓
口
】

・
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル

　
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室
（
金
融
庁
）

・
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル

　
電
気
通
信
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
総
務
省
）

・
経
済
産
業
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

　
消
費
者
相
談
室　
　
　
　
（
経
済
産
業
省
）

　
商
品
先
物
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

�

（
経
済
産
業
省
）

・
個
人
情
報
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

　
個
人
情
報
保
護
法
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

�

（
個
人
情
報
保
護
委
員
会
）

・
法
律
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

　
法
テ
ラ
ス　
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）

・
海
外
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
越
境
消
費
者
セ
ン
タ
ー

�

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

・
警
察
へ
の
相
談

警
察
相
談
専
用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

～
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
窓
口
に
き
ち
ん
と

意
見
を
伝
え
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
巻
～

第
113
回
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４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
は
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保　
　
　
　
　

　
入
学
や
進
級
を
迎
え
る
４
月
以
降
は
小
学

生
の
交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
運
転
手
は
交
差
点
等
に
お
け
る
一
時
停

止
、
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

②
歩
行
者
は
反
射
材
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
等
の

安
全
運
転
意
識
の
向
上　
　
　
　
　

　
運
転
手
は
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
と
交
通
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
歩
行
者
や
他
の
車
両
に
対
す
る
「
思
い
や

り
・
ゆ
ず
り
合
い
」
の
気
持
ち
を
持
っ
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

②
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
社
会
の
醸
成

を
図
り
、
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
厳
守
の
徹
底

と
安
全
確
保

　
自
転
車
は
身
近
な
交
通
手
段
で
す
が
、
交

通
違
反
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
交
通

事
故
が
後
を
絶
た
な
い
た
め
、
安
全
運
転
が

重
要
で
す
。

①
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
、
信
号
遵
守
、
交

差
点
で
の
一
時
停
止
等
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

②
危
険
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

例
：
二
人
乗
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ヤ

ホ
ン
の
使
用
等

●
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用

　
ス
ピ
ー
ド
超
過
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着
用

は
交
通
死
亡
事
故
と
な
る
可
能
性
が
高
ま
り

ま
す
。必
ず
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
運
転
手
は
後
部
座
席
を

含
め
、
全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
等
を
正
し
く
着
用
し
て

い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
安
全
意
識
は
、
家
庭
内
で
の
話
し
合

い
で
も
十
分
に
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
広
報
を
き
っ
か
け
に
、
家
族
等

で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
中
！

　
近
年
、
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
気
候
変
動

問
題
を
背
景
と
し
て
、
町
は
令
和
３
年
９
月

に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
表
明
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
は
世
界
共
通
か
つ
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
全
て
の
人
が
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
町
民

の
皆
さ
ん
に
温
暖
化
対
策
に
関
連
す
る
身
近

な
話
題
を
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
で
は
今
年
度
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
い
つ
ま

で
に
、
ど
れ
だ
け
、
ど
の
よ
う
に
し
て
削
減

す
る
の
か
を
具
体
的
に
示
す
新
た
な
「
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
目
的
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

幸
せ
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
、
策

定
に
あ
た
っ
て
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て

進
め
ま
す
。

計
画
策
定
の
３
つ
の
基
本
方
針

①
町
民
の
皆
様
の
主
体
的
な
取
組
み
を
支
援

す
る
た
め
、
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。

②
脱
炭
素
化
の
取
組
み
を
通
じ
て
町
民
の

皆
様
の
事
業
や
暮
ら
し
が
良
く
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

③
本
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
な
ど
の
優

位
性
を
生
か
し
、
よ
り
高
い
目
標
を
掲

げ
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　
温
暖
化
対
策
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
が
あ
り
、
例
え
ば
、
最
新
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

エ
ア
コ
ン
へ
の
切
り
替
え
や
太
陽
光
発
電
の
設

置
、
石
油
等
の
化
石
燃
料
を
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に

切
り
替
え
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
有
効
な

対
策
を
見
つ
け
る
に
は
、
ま
ず
現
状
を
知
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
温
暖
化
防

止
と
、
経
営
や
暮
ら
し
の
向
上
を
両
立
す
る

最
も
良
い
方
法
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
温
暖
化
対
策
を
町
民
み
ん
な
で
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

☎
28

－

３
８
６
３

新
た
な
町
の
温
暖
化
対
策
計
画
を
策
定
し
ま
す

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
１
回

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

●
利
用
登
録
（
住
所
や
氏
名
、
電
話
番
号
）

に
変
更
が
あ
る
場
合

　
引
越
し
や
ご
結
婚
な
ど
で
、
住
所
や
氏
名

が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
新
し
い
住
所
や
氏
名

が
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
・
運
転

免
許
証
・
住
民
票
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）
と
利
用
者
カ
ー
ド
を
ご
本
人
が
カ
ウ

ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
利
用
者
カ
ー

ド
は
、
引
き
続
き
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

電
話
番
号
だ
け
が
変
わ
り
、
住
所
や
氏
名
が

変
わ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
確
認
書
類
の
提
示

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
今
月
の
お
す
す
め
展
示

「
本
屋
大
賞
」

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

●
一
般
書

『
無
明
』�

今
野　
　
敏

『
一
私
小
説
書
き
の
日
乗
』�

西
村　
賢
太

『
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁　
青
春
篇
』

安
武　
信
吾

『
ざ
ん
ね
ん
な
ク
ル
マ
図
鑑
』

昭
和
自
動
車
研
究
会

『
60
歳
か
ら
の
ほ
ど
よ
い
暮
ら
し
』

石
黒　
智
子

『
お
い
し
い
家
庭
料
理
の
作
り
方
』

大
庭　
英
子

●
児
童
書

『
お
ば
け
の
ア
ッ
チ
あ
か
ち
ゃ
ん
は
ド
ド
ン
！
』

角
野　
栄
子

『
ラ
ス
ト
で
君
は
「
ま
さ
か
!
」
と
言
う

呪
い
の
ス
マ
ホ
』 　
　
　
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
ど
っ
ち
が
強
い
!?
か
ら
だ
レ
ス
キ
ュ
ー　

1
』�

高
橋　
秀
実

『
は
た
ら
く
細
胞
ワ
ク
チ
ン
＆
お
く
す
り
図
鑑
』

講　
談　
社

『
ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や

さ
ん
』　　
　
　
　
　

 

ふ
く
ざ
わ　
ゆ
み
こ

『
ど
す
こ
い
す
し
ず
も
う　
イ
ク
ラ
ま
る
の

ひ
み
つ
』　　
　
　
　
　
　

 

ア
ン　
マ
サ
コ

今
月
の
お
知
ら
せ

新
　
着

　
図

　
書

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

カ
ナ
ダ
・
エ
ド
モ
ン
ト
ン
の
日
本
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
Ｅ
Ｊ
Ｃ
Ａ
」

ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
愛
子
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

　
カ
ナ
ダ
で
日
本
人
と
の
ハ
ー
フ
と
し

て
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
現
地
の
日
本

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
深
く
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
州
都
で

あ
る
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
は
、
ウ
ェ
タ
ス

キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら
車
で
45
分
く
ら
い
の

と
こ
ろ
に
あ
り
、
私
は
10
歳
ま
で
エ
ド

モ
ン
ト
ン
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
エ

ド
モ
ン
ト
ン
市
に
は
大
き
い
日
本
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
私
た
ち
家
族

く
参
加
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私

に
と
っ
て
Ｅ
Ｊ
Ｃ
Ａ
は
、
カ
ナ
ダ
に
居
な

が
ら
日
本
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と

て
も
大
切
な
場
所
で
し
た
。

　
母
は
Ｅ
Ｊ
Ｃ
Ａ
を
通
し
て
、
私
と
兄
を

日
本
語
学
校
に
も
通
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
母
は
そ
こ
で
た
く
さ
ん
の
日
本
人
の

友
人
と
出
会
い
ま
し
た
。
異
国
に
移
住
す

る
人
や
移
民
が
増
え
る
中
で
、
そ
う
い
っ

た
異
な
る
文
化
の
人
た
ち
が
生
活
し
や
す

い
よ
う
に
手
助
け
し
て
く
れ
る
団
体
が
あ

る
こ
と
に
、
今
私
は
改
め
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。
Ｅ
Ｊ
Ｃ
Ａ
が
私
た
ち
家
族
を
手
助

け
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
私
は
カ
ナ
ダ
と

日
本
の
両
方
の
文
化
を
見
て
き
た
国
際
交

流
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
私
の
両
親
が
カ
ナ
ダ
に
移

住
し
て
す
ぐ
、
母
は
エ
ド
モ

ン
ト
ン
の
「
Ｅ
Ｊ
Ｃ
Ａ
」
と

い
う
日
本
文
化
協
会
に
入
り

ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
に
来
た
ば

か
り
で
何
も
分
か
ら
な
か
っ

た
母
に
、
Ｅ
Ｊ
Ｃ
Ａ
は
不
自

由
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、

生
活
情
報
な
ど
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。
私
は
幼
い
頃
、
Ｅ
Ｊ

Ｃ
Ａ
が
主
催
す
る
キ
ャ
ン
プ

や
文
化
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
よ

ＥＪＣＡのイベントに参加するジャ
スミンさん　写真左
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Hello! Friends!
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民
審
査
員
」
と
し
て
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
約
１
１
０
人

募
集
期
間　
４
月
30
日
㈯
ま
で

応
募
条
件　
①
祭
り
の
理
念
お
よ
び
本
募
集

要
項
に
賛
同
し
、
真
剣
に
演
舞
を
審
査
し
て

い
た
だ
け
る
方
②
６
月
時
点
で
中
学
生
以
上

の
方
③
第
31
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
参
加
チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方
④
６
月

11
日
・
12
日
の
指
定
さ
れ
た
時
間
（
い
ず
れ

か
１
日
）
に
審
査
可
能
な
方

詳
細　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実

行
委
員
会

☎
０
１
１
―
２
３
１
―
４
３
５
１

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
採
用

資
格
試
験
（
前
期
）

　
令
和
５
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職

員
採
用
資
格
試
験
の
実
施
を
５
月
下
旬
頃
予

定
し
て
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
案
内
は
４
月
11
日
か
ら
、
と
か
ち
広

域
消
防
局
総
務
課
、
十
勝
管
内
各
消
防
署
と

帯
広
市
役
所
１
階
総
合
案
内
で
配
布
予
定
の

ほ
か
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

受
験
区
分　
大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命

士
（
予
定
）

そ
の
他　
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

詳
細　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
人
事
給

与
係

お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率
は
10
・
39
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
・

06
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・
64
％

（
マ
イ
ナ
ス
０
・
16
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
医
療
費

適
正
化
等
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
細　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１
―
７
２
６
―
０
３
５
２

令
和
４
年
調
理
師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

日
時　
８
月
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
帯
広
市
（
会
場
は
受
験
票
に
よ
り
受

験
者
へ
通
知
し
ま
す
）

受
験
資
格　
学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す

る
者
で
あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物

を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病

院
等
の
施
設
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類

販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
お
い
て
５
月

20
日
ま
で
に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事

し
た
者

受
付
期
間　
５
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

手
数
料　
６
９
０
０
円

詳
細　
十
勝
総
合
振
興
局
保
健
行
政
室
企
画

総
務
課
企
画
係

☎
０
１
５
５
―
27
―
８
６
３
８

令
和
５
年
の
歌
会
始
の
お
題

　
令
和
５
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
友
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題
は
「
友
」
で
す
が
、

歌
に
詠
む
場
合
は
「
友
」
の
文
字
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
「
友
人
」「
学
友
」「
友

好
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

詠
進
の
期
間　
９
月
30
日
㈮
ま
で（
消
印
有
効
）

郵
便
宛
先　
「
〒
１
０
０
―
８
１
１
１
宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
宮
内
庁
式
部
職

Ⓗh
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
k
u
n
a
i
c
h
o
.
g
o
.
j
p
/

第
31
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
市

民
審
査
員
募
集

　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
は
初
夏

を
彩
る
「
市
民
参
加
型
」
の
お
祭
り
で
す
。

チ
ー
ム
の
演
舞
を
審
査
す
る
審
査
員
を
「
市

町
職
員
人
事

募　

集
vol.12vol.12

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
金根金根

２０２２ふるさと銀河線
「りくべつ鉄道」の運行が始まります

　国内最長を誇る運転体験やご家族で楽しめる
トロッコ乗車・気動車乗車体験で皆さんのご来
場をお待ちしております。

営業期間・時間　４月23日㈯～10月31日㈪ 
午前９時～午後４時30分（受け付けは午後４
時まで）
Ｓコース（予約優先）
Ｌ・銀河・新銀河・分線各コース（要予約）
排雪モーターカー運転操作体験（予定）
詳細　ふるさと銀河線りくべつ鉄道
　　　☎２７―２２４４

義経の里本別公園の遊具をご利用ください
　義経の里本別公園内のボート・ゴーカート・
バッテリーカーが４月から営業を開始します。
ご家族連れで、ぜひ本別公園に遊びに来てくだ
さい。
ボート・ゴーカート・バッテリーカー
期　間　４月23日㈯～10月16日㈰
営業日　土・日曜日、祝日
※４月29日㈮～５月８日㈰および７月16日㈯
～８月21日㈰は毎日営業
※営業時間・料金など、詳しくは本別町公式ホ
ームページ観光情報をご覧ください

観光情報のページはこちら→

詳細
・ボート
本別公園「義経の館」☎２２－４４４１
・ゴーカート・バッテリーカー
本別町役場建設水道課管理担当☎２２－８１２２

☎
０
１
５
５
―
26
―
９
１
２
１

Ⓗhttps://fire-tokachi.hokkaido.jp

自
衛
官
一
般
曹
候
補
生
を
募
集

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
５
月
10
日
㈫
ま
で

試
験
日　
【
一
次
】
５
月
21
日
㈯　
【
二
次
】

６
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５
―
23
―
８
７
１
８

Ⓗhttps://w
w
w
.m
od.go.jp/pco.
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退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

足
寄
町
発
令

佐
々
木　

雅
宏
（
住
民
課
長
）

渡
辺　
裕
美
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
次

長
兼
へ
き
地
保
育
所
長
）

渡
邊　
明
美
（
福
祉
課
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
看
護
師
）

中
村　
朱
美
（
国
民
健
康
保
険
病
院
主
任
看

護
師
）

壁
村　
弥
生
（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

教
育
委
員
会
発
令

佐
藤　
琴
美
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総

務
室
主
査
）

から町別陸 から町別本

オ
ン
ネ
ト
ー
の
花
の
見
頃

　

足
寄
町
で
は
３
月
か
ら
福
寿
草
が
咲
き
、

春
を
告
げ
て
い
ま
す
。
私
は
昨
年
度
か
ら
オ

ン
ネ
ト
ー
エ
リ
ア
の
い
ろ
い
ろ
な
花
を
観
察
、

撮
影
し
、
今
ま
で
約
30
種
類
の
花
を
観
察
で

き
ま
し
た
。
今
回
は
春
に
見
ら
れ
る
花
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
４
月
の
オ
ン
ネ
ト
ー
は
残
雪
が
あ
る
の
で
、

目
を
引
く
花
が
咲
き
始
め
る
の
は
５
月
か
ら

に
な
り
ま
す
。
野
営
場
内
や
オ
ン
ネ
ト
ー
湖

畔
の
車
道
脇
に
咲
く
ピ
ン
ク
色
の
花
は
「
エ

ゾ
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
で
、
同
じ
時
期
に
咲

く
も
う
一
つ
の
ピ
ン
ク
色
の
花
は
「
ク
リ
ン

ソ
ウ
」
で
す
。
同
じ
ピ
ン
ク
色
の
花
で
す
が
、

オ
ン
ネ
ト
ー
で
は
「
ク
リ
ン
ソ
ウ
」
の
方
が

少
し
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
で
す
。「
エ
ゾ
オ

オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
は
５
月
か
ら
６
月
、「
ク

リ
ン
ソ

ウ
」
は
５

月
か
ら
７

月
が
見
頃

に
な
り
ま

す
。
こ
の

オオエゾサクラソウオオエゾサクラソウ

二
つ
の
花
は
同
じ
「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
科
で
、

花
も
似
て
い
ま
す
。
自
然
に
分
布
す
る
生
育

環
境
だ
け
が
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
箇

所
で
咲
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
見
分
け
方
と

し
て
は
一
番
分

か
り
や
す
い
の

が
葉
っ
ぱ
で
す
。

「
ク
リ
ン
ソ
ウ
」

は
牛
の
舌
の
よ

う
な
長
い
葉
で

地
面
か
ら
葉
が

上
向
き
に
出
る
よ
う
な
感
じ
で
す
が
「
エ
ゾ

オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
は
葉
柄
が
見
え
て
、
葉

が
少
し
上
で
開
い
た
感
じ
で
、
葉
の
形
は
カ

エ
デ
を
よ
り
丸
く
し
た
よ
う
な
葉
っ
ぱ
で
す
。

ま
た
「
ク
リ
ン
ソ
ウ
」
と
「
エ
ゾ
オ
オ
サ
ク

ラ
ソ
ウ
」
は
特
殊
な
毒
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

シ
カ
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
こ
の
二
つ
の
花
の
分
布
も
調
べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
春
か
ら
秋
ま
で
オ
ン
ネ
ト
ー
エ
リ
ア
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
花
が
見
ら
れ
ま
す
。
私
の
専
門

の
森
林
の
木
々
も
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
私
は
オ
ン
ネ
ト
ー
野

営
場
に
い
ま
す
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
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☆降り積もった雪も解け、春らしく暖

かい日が続いています。

☆３月は学校やこども園の卒業式を取

材させていただき、涙ぐみながらも

立派に卒業証書を受け取る生徒の皆

さんの姿に感動してばかりでした。

☆また、今月の特集「だから、足高へ

行く。」の卒業生インタビューに協

力してくれた生徒４人が口をそろえ

て「本当に楽しい高校生活だった！」

と言っていたのもとても印象に残っ

ています。

☆令和３年度も広報の取材に快く応じ

ていただきありがとうございました。

今年度は新型コロナウイルスが終息

し、たくさんのイベントで皆さんの

笑顔の写真が撮れることを楽しみに

しています。

　３月15日㈫に行われた「足寄中学校卒業
証書授与式」でのスナップです。

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

金森　金森　日日
ひ ま りひ ま り

葵葵ち
  ゃ
   ん

� （令和２年４月14日生まれ）

　とにかく気の強いひまり。お
兄ちゃんとの喧嘩では毎回お兄
ちゃんを泣かせています（汗）
食べることも大好きで、四六時
中食べています。ムチムチボデ
ィがとっても癒し♡
� 朋哉・沙也加さ

んの子

ひとのうごき
３月末の住民基本台帳

人　口　　６，４２１　人　（－92)
　男　　　３，１７２　人　（－40)
　女　　　３，２４９　人　（－52)
世　帯　　３，３７４世帯（－35)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

須藤　光
ひ か る

翔ち
  ゃ
   ん

� （令和２年４月18日生まれ）

　うちの子はいつも明るくてニ
コニコですー！妹がおもちゃで
遊んでたら一緒になっておもち
ゃで遊んでるところを見て可愛
らしいな～って思います。最近
ではトミカでパパと遊んでます。

忠光・育美さ
んの子

　「うちの人気者」では小学校入学前のお
子さんを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお
待ちしています！
　掲載を希望される方は、お気軽に役場総
務課広報広聴担当までご連絡ください！町
ＨＰ投稿フォームでも受け付けています。
☎２８－３８５０

うちの人気者
投稿フォーム




